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背景・目的

西洋カボチャの種子から抽出した油脂には脂質異常
症、腹部肥満、排尿阻害過活動膀胱などの生活習慣病の
改善効果が期待されている。西洋カボチャの種子には、
ドイツで前立腺肥大症や過活動膀胱炎の治療薬として
承認されているペポカボチャの成分と類似の成分が含
まれている。株式会社北辰フーズは、これまで農産廃棄
物となっていた西洋カボチャ種子を有効活用し商品化
を進めており、カボチャ種子オイル継続摂取の有用性を
明らかにすることを目的として本研究を実施した。

内容・方法

本研究における臨床試験では、西洋カボチャ種子油の
継続摂取が脂質代謝改善、ペポカボチャと同様の排尿障
害や過活動膀胱に与える影響について、その有用性を評
価した。また、西洋カボチャの種子にはビタミンやミネ
ラルも豊富に含まれており、ビタミン Eの抗酸化作用も
期待し副次評価を行った。
臨床試験は北海道情報大学生命倫理委員会の承認後、

健康情報科学研究センターに登録している35歳から80
歳のボランティアに声かけし、同意を得た被験者から45
名（男性25名、女性20名）を選出し実施した。スクリー
ニング試験において排尿に関するアンケート、身体測定
を行い試験責任医師が適格と認めた者を選出した。被験
者にはカボチャ種子油を1日に10 gずつ12週間摂取し
てもらい、摂取前から摂取6週間後、摂取12週間後の変
化を血液検査（血中脂質、DHT、PSA、、抗酸化）、アン
ケート調査（OABSS、I−PSS、QOL）を実施し評価した。

結果・成果

臨床試験ではスクリーニング試験で選出された45
名（男性25名、女性20名）を対象に実施した。被験者は、
1日10gのカボチャ種子油を12週間摂取し、試験期間中
は摂取前、摂取6週間後、摂取12週間後の3回の試験に
参加した。試験中に被験者4名が中止となった。2名は本
人の都合による中止、1名は病気治療入院のため中止、
1名は体調不良により試験に参加出来なかったため中止
となった。体調不良を訴えた被験者の症状は感冒症状で

あった。2例のいずれの症例においても、被験食による
副作用とは考えづらく、因果関係は否定できる。また、
被験食摂取率が90％未満の2名が脱落となり、最終デー
タ解析は39名のデータで行った。得られたデータは個
人情報保護法に配慮し、匿名化した後統計解析を行った。
すべての統計解析はいずれの検定においても有意水準
を5％未満とした。
臨床試験において実施した過活動膀胱症状質問票

（OABSS）では、摂取前から摂取12週間後において起床
から就寝までの尿の回数、就寝後から起床までの尿の回
数、尿意切迫感、尿失禁のすべての項目のスコアが有意
に減少した。また、排尿状態に対する被験者の満足度を
表す指標として実施した QOLスコアの評価でも、排尿
により外出が億劫になる、気分が落ち込んだりストレス
を感じる、毎日の生活がそこなわれている、現在の排尿
症状が一生続くとしたらどう感じるかの4項目において
もスコアが有意に減少した。血液マーカーとして、PSA
（前立腺特異抗原）、DHT（ジヒドロテストステロン）を測
定したが、摂取後においての変化は見られなかった。脂
質代謝改善の評価では、HDL−CHOが摂取6週間後、12
週間後に増加、T−CHOが摂取12週間後に増加した。ま
た、抗酸化についての評価では、酸化 LDLが6週間後、
12週間後に増加し、血清抗酸化では12週間後に減少す
る結果となった。
本研究において、排尿障害や過活動膀胱に与える影響

については血液マーカーの変化は見られなかったが、
OABSSスコア、QOLスコアの改善が見られ、カボチャ
種子油にはペポカボチャと同様の排尿障害や過敏性膀
胱の改善効果があると示唆された。

今後の展望

北海道は日本のカボチャの45％を生産しており、そ
の1/3、約3万トンが加工用に利用されている。加工の際
に排出される種子・ワタは農産廃棄物として処理されて
いるが、株式会社北辰フーズはこれまで農産廃棄物と
なっていた西洋カボチャ種子を有効活用し「カボチャ種
子油」の商品化を進めている。今後は、本研究における
臨床試験の結果を活かし商品販売へとつなげていく。
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